
 
 
 

 

 
 
  

総がかり行動実行委員会 臨時国会開会日行動に 400 人 

菅強権政治 STOP! 学術会議推薦６人の任命を!  

市民と野党の共闘で、いのち第一の政策に転換させよう! 

総がかり行動実行委員会、共謀罪 NO!実行委員会、全国市民アクションは 10月 26日昼、国会議
員会館前で「いのちをまもれ！敵基地攻撃能力保有反対！学術会議の任命拒否撤回！改憲反対！共
謀罪廃止！総選挙勝利！」を求め臨時国会開会日行動を行い、400人が参加しました。核兵器禁止
条約が 1月 22日に発効することが明らかになったという情勢のもと、野党が結束して、コロナ対
策や学術会議会員の任命拒否問題、福島原発汚染水の海洋放出問題などについて厳しく追及してい
くことが求められています。沖縄の風の伊波洋一参議院議員、社会民主党の福島みずほ参議院議員、
日本共産党の田村智子参議院議員、立憲民主党の近藤昭一衆議院議員があいさつしました。 
憲法共同センター共同代表の岸本啓介さんが主催者あいさつを行いました。「コロナでの倒産や

失業で苦しんでいる人が増えている。野
党は臨時国会を開いて議論してほしいと
要求し続けたが開かれなかった。無責任
な自公政権に対し猛省を求める。困って
いる人たちに対し、まずは自助という菅
首相は許せない。いのち第一の政策に転
換させよう。立憲野党と市民の共闘で菅
政権を終わらせよう」と呼びかけました。 
共謀罪 NO!実行委員会の海渡雄一弁護

士は、「政府に対し抗う市民や学者を黙ら
せたいというのが政権の本質。学術会議
人事がその典型だ。デジタル庁法案は要
注意の法案。省庁の壁を乗り越えて情報
を一括管理し自由に調べられる監視社会
が目論まれている」と指摘しました。 
改憲問題対策法律家６団体連絡会の大

江京子弁護士は、「学術会議は、人事での独立、職務遂行での独立が保障されなければならない。
学術会議会員の任命拒否は学術会議法、憲法 23条違反だ。人事で恫喝するなどやってはいけない
ことだ。憲法に基づき人権が保障される政治に転換させよう」と訴えました。 
藤沢の市民運動(九条の会)の島田啓子さんは、学術会議問題で毎日スタンディングをしているこ

とや戦争法強行後に 300回近くスタンディンをしていることなどを紹介し、「それぞれの地域でが
んばろう」と呼びかけました。武器取引反対ネットワークの杉原浩司さんは「敵基地攻撃能力の問
題で本日午後に公明党にむけての要請・アピールを行う。参加できる方はご協力を」と呼びかけま
した。 
総がかり行動実行委員会共同代表の高田健さんが行動提起。11月３日、５日、12日、19日の総

がかりの行動の取り組みへの参加を呼びかけ、「力を尽くしてたたかってこう」と訴えました。 
*当面の行動 
11月３日(火)  憲法集会  13時 30分～ 国会正門前 憲法共同センターは南庭前(ネット配信あり) 
11月５日(木)  ウィメンズアクション 18時～ 有楽町・イトシア前 
11月９日(月)  憲法共同センター「９の日」宣伝 12時 15分～ 新宿駅西口 
11月 12日(木) 総がかり行動実行委員会 署名宣伝行動 18時～ 新宿駅西口 
11月 19日(木) 総がかり行動実行委員会「19日行動」18時 30分～ 国会議員会館前 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
〒113-8462 文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 

http://www.kyodo-center.jp    mail: move@zenroren.gr.jp 
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